
　

周
囲
を
森
林
に
囲
ま
れ
て
い

る
下
呂
市
は
、
野
生
動
物
の
多

生
息
地
帯
で
あ
り
、
同
時
に
野

生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
深

刻
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

農
作
物
を
有
害
鳥
獣
か
ら
守

る
に
は
、
地
域
全
体
で
取
り
組

む
と
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
下
呂
市
で
は
地
域

と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
多
種

多
様
な
対
策
を
行
い
、
被
害
を

減
少
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
よ
り
一
層
の
被
害
を
減

少
さ
せ
る
た
め
、
行
政
主
導
の

対
策
に
加
え
、

各
種
補
助
事
業

を
活
用
し
て
い

た
だ
く
な
ど
地

域
・
住
民
の
自

主
防
衛
力
向
上

の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

       【
農
務
課
】

下
呂
市
の
農
作
物
の
被
害
状
況

金山地域
656万円

下呂地域
177万円

萩原地域
318万円

馬瀬地域
127万円

小坂地域
132万円

・鳥獣別の農作物被害額の推移

●地域ごとの野生鳥獣別の農作物被害

　

平
成
28
年
度
被
害
額
は

１
４
１
０
万
円
と
な
り
、

平
成
25
年
度
の
被
害
額

３
８
９
７
万
円
か
ら
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
防
護
柵

設
置
事
業
に
よ
り
有
害
獣
の

侵
入
を
防
い
だ
こ
と
と
、
捕

獲
強
化
が
実
を
結
ん
だ
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・鳥獣別の捕獲頭数の推移

み
ん
な
で
活
用
し
よ
う
！
～
地
域
・
住
民
の
各
種
対
策
の
補
助
事
業
～

行
政
主
体
の
各
種
対
策

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
で
は
、
有
害
鳥
獣
14
種

の
捕
獲
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
実
績
は
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

年
多
発
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
で
人
身
被

害
の
危
険
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
捕
獲
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

イノシシ
ニホンジカ
カラス
カワウ
タヌキ
キツネ
ハクビシン

アライグマ
カルガモ
アナグマ
ヌートリア
ツキノワグマ
ニホンザル
マガモ

有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
地
域
で
守
ろ
う
!!

平成２９年度
有害捕獲許可鳥獣

事

業

名

内

容

　

下
呂
市
補
助
事
業
（
守
る
対
策
）

獣
害
防
除
対
策
事
業

下
呂
市
補
助
事
業
（
攻
め
る
対
策
）　

狩
猟
者
担
い
手
確
保
補
助
事
業

下
呂
市
補
助
事
業
（
攻
め
る
対
策
）　

捕
獲
檻
設
置
補
助
事
業

県
・
国
交
付
金
事
業
（
攻
め
る
対
策
）

わ
な
捕
獲
体
制
モ
デ
ル
事
業

県
・
国
交
付
金
事
業
（
守
る
対
策
）

集
落
全
体
で
実
施
す
る

   

侵
入
防
止
柵
設
置
事
業

有
害
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
農
地
を
囲
む
柵
の
設
置
に

係
る
費
用
を
補
助
。
個
人
か
ら
集
落
単
位
で
申
請
で

き
ま
す
。
補
助
率
は
最
大
3
/
4
、
補
助
限
度
額
は

１
０
０
万
円
。

団
体
、
集
落
で
設
置
す
る
捕
獲
檻
の
購
入
費
用
を
補
助
。

設
置
に
は
わ
な
免
許
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
個
人
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

獣
害
深
刻
地
区
の
集
落
全
体
で
、
有
害
獣
の
侵
入
を
防

ぐ
た
め
農
地
を
囲
む
柵
の
資
材
に
係
る
費
用
を
補
助
。

補
助
率
は
１
０
０
％
。

町
内
会
、
自
治
会
が
一
丸
と
な
っ
て
わ
な
に
よ
る
有
害

鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
。
３
人
以
上
の

新
規
わ
な
猟
資
格
者
の
確
保
が
必
要
。
資
格
取
得
、
わ

な
購
入
費
、
止
め
刺
し
道
具
な
ど
の
購
入
費
用
を
補
助
。

補
助
額
は
１
０
０
万
円
。

猟
銃
資
格
と
わ
な
猟
資
格
取
得
費
用
、
銃
砲
購
入
費
用

な
ど
を
補
助
。
補
助
限
度
額
は
50
万
円
。
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ツキノワグマに
ご注意ください!!

　市内各地でツキノワグマの目撃情
報が寄せられています。
　クマは通常、人を避けて生活する
動物ですが、急に人と出会うと驚い
て攻撃をすることがあります。
　クマの習性を理解して被害にあわ
ないよう注意しましょう。

●ツキノワグマの特徴
　ツキノワグマは視力があまり良
くないので、主に聴覚と嗅覚に
頼って行動、生活しています。嗅
覚は鋭く、人の気配も鼻で察知し
ます。体は大きく、人より速く走
ることができます。主な食べ物は、
ハチミツ、どんぐり、山菜、昆虫
などですが、集落に放置された農
作物残渣なども好みます。

●クマと遭遇しないためには
　残飯や生ゴミは、放置したり畑
などへ捨てないようにしましょ
う。農作業や野山に入るときは、
鈴やラジオなど音の鳴るものを持
ち歩くように心掛けましょう。ク
マの行動の活発時間帯は、明け方
と夕方です。その時間帯は外出に
注意が必要です。

●クマと出会ってしまったら
　クマを刺激しないようにしまし
よう。大声をあげたり、物を投げ
つけるなどクマを刺激すると攻撃
される場合があります。ゆっくり
とその場を離れましょう。クマは
逃げるものを追う習性がありま
す。背中を見せず、向き合ったま
ま、ゆっくりと後ずさりして、そ
の場を離れるようにしましょう。

金
山
町
八
坂
区
の
下
呂
市
鳥
獣
被
害
対
策
モ
デ
ル
地
区
活
動
を
紹
介

～
地
域
住
民
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
獣
害
ゼ
ロ
を
目
指
す
～

　

金
山
町
の
八
坂
区
は
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
深
刻
で
、
住
民
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と

集
落
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
の
が
、
鳥
獣
被
害
総
合
対

策
で
す
。

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
侵
入
し
た
場
合

下
呂
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
～
捕
獲
活
動
の
ご
協
力
の
お
願
い
～

　

下
呂
市
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
を
県
内
に
先
駆
け
て
設
置
し
、

現
在
、
１
３
８
人
の
猟
友
会
員
が
実

施
隊
と
し
て
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
は
捕
獲
の
み
な
ら
ず
、

農
作
物
生
産
者
か
ら
の
被
害
相
談
、

出
没
状
況
の
確
認
や
被
害
調
査
、
ク

マ
の
出
没
に
伴
う
啓
発
、
侵
入
防
止

対
策
の
指
導
、
捕
獲
技
術
の
普
及
と

伝
承
な
ど
、
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
被
害
深
刻
地
区

に
お
い
て
重
点
的
に
対
策
で
き
る
よ

う
、
隊
員
の
捕
獲
許
可
区
域
を
下
呂

は
「
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
に
よ
る
追
払

い
活
動
」
を
実
施
し
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
を
捕
獲
す
る
た
め
「
罠
会
」
を

結
成
。そ
し
て
平
成
27
年
度
に
は
、

国
の
交
付
金
を
利
用
し
て
、
地
域

住
民
の
手
作
業
に
よ
り
集
落
全
体

を
柵
（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
お
よ
び

電
気
柵
）
で
囲
み
、
そ
の
他
に
も
、

集
落
環
境
点
検
、
最
先
端
技
術
を

利
用
し
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
大
型
捕
獲

檻
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

根
拠
に
基
づ
く
多
種
多
様
な
対

策
を
地
道
に
行
っ
て
き
た
成
果
が

実
り
、
今
で
は
一
切
の
農
作
物
の

被
害
が
無
く
な
り
ま
し
た
。

▶
県
主
催
「
鳥
獣
害
対
策
研
修
会
」
に
て

　
事
例
発
表
を
す
る
区
長
の
蒲
さ
ん

▶
マ
ッ
プ
を
利
用
し
、
集
落
環
境
点
検
を

　
行
う
地
域
住
民

市
全
域
と
し
ま
し
た
。

　

実
施
隊
員
は
関
連
法
令
を
遵

守
し
安
全
を
最
優
先
し
な
が

ら
、
猟
銃
、
罠
に
よ
る
捕
獲
活

動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


